
 

 

 

 小平市では現在、新たな「長期総合計画」の策定に取り組んでいます。策定状況や取組について、広く市民の皆様にお知らせするため、不

定期でニュースレターを発行しています。 

 

小平市第四次長期総合計画 策定記念シンポジウムを開催しました。 

 

第四次長期総合計画の基本構想につきましては、令和 2年 12月の小平市議会本会議 

において議決されたことから、4月から 12年間の第四次長期総合計画がスタートします。 

そこで、第四次長期総合計画の内容及びこれからの小平市のまちづくりの方向性につ 

いて市民の皆様と共有を図るため 策定記念シンポジウムを開催しました。 

シンポジウムは、津田塾大学学長であり、小平市長期総合計画基本構想審議会会長の 

髙橋さんによる基調講演のあと、小平市長を含めた 5名による「パネルディスカッショ 

ン」を行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
小平市第四次長期総合計画 

 策定状況 ニュースレター 

～ こだいらの 未来 のための計画～ 
 

第２２号 

（令和３年３月） 
※不定期発行 

 

小平市第四次長期総合計画の表紙の絵は、小平市にキャンパスのある津田塾大学の創立者、津田梅子さん

が、明治 5（1872）年に日本最初の女子留学生として、サンフランシスコに船で到着しようとするときを描い

たものです。女子教育のパイオニアとして、女性の高等教育を中心とした社会参画・社会貢献を実現したビ

ジョナリーとしての津田梅子さんの横顔とともに、小平市第四次長期総合計画基本構想審議会会長として計

画策定にまつわるエピソードなども披露していただきました。 

 講演の最後には、「第四次長期総合計画がスタートしようとする現在、コロナ禍において不安に満ちた時代

であるからこそ、この表紙の絵の少女たちのように、果敢に、凛とした眼差しで未知の世界に立ち向かって

いきましょうという思いを多くの皆様に伝えていきたい。」と締めくくっていただきました。 

基調講演テーマ「ビジョナリーが集う小平」 

基調講演をされる津田塾大学 髙橋学長（左）と手話通訳者（右） 

シンポジウムの様子は、小平市

YouTube チャンネルで公開

しています。 

「小平市 総合計画 シンポジ

ウム」で検索してください。 

小平市 総合計画 シンポジウム 
 



 

 

 

【問合せ先】 
 小平市企画政策部政策課 
 総合計画担当  
 電 話：042-346-9503 
 ＦＡＸ：042-346-9513 

小林 正則 小平市長 

栗山 丈弘さん 

小平市長期総合計画基本構想審議会副会長 

熊田 友里子さん 

 第四次長期総合計画策定に向けた大学生イ

ンタビューで協力 

中島 あゆみさん 

 第四次長期総合計画策定に向けた市民ワー

クショップに参加 

 パネリストの紹介 

・コロナによって、これまでとは違った日常、新しい

未来が待っている私たちに、不安や心配はあるが、

今こそどんな困難も協力して乗り越えていくビジョ

ナリーの団結が必要だと感じた。 

・色々なご縁で「小平」という場所に巡り合えたの

で、もっと小平の魅力を堪能しようと思った。 

・小平市政にそれほど詳しくない人にとって、まちづ

くりに市民が関わっていることすら知らない人もた

くさんいるのでは。私もその一人だった。誰にとっ

ても暮らしやすいまちであるように、このような取

組が行われていることを、関心の薄い層にも届くよ

う、方法を工夫して周知していただきたい。 

 来場者アンケートより 

平成 31 年 4 月より、小平市第四次長期総合計画の策定状況等につい

ての情報レターとして発行してきた「小平市第四次長期総合計画 策

定状況 ニュースレター」。 これまで、不定期に発行を重ね、計 21回

発行してきましたが、今号の 22号で最終号となりました。 

これまでご愛読いただきました皆様へ、最後のお礼を申し上げます。 

 

・第三次長期総合計画の将来都市像として掲げられていた「躍動をかたちに、進化するまち こだいら」

から小平市第四次長期総合計画の目指す将来像「つながり、共に創るまち こだいら」へと移り変わり

が示すように、成長から成熟への転換がこの第四次長期総合計画から読み取れる。あるものをいかし、

あるもの磨きの視点でまちづくりを行っていくことが重要ではないか。（栗山さん） 

・地域の人たちとの関係は対面が一番大事と考えているが、コロナ禍で対面が難しい状況があった。対面

を残しつつ、対面以外の方法も併用しながら、どんな状況になろうとも、第四次長期総合計画の基本目

標の一つである「ひとづくり」が途切れないよう進めていくことが大切だと感じている。若い人たちの

中にも、一定程度地域活動に興味関心のある人がいる。世代が違っても、一人の人間としての考えや意

見などを交わせるとよいと思う。（熊田さん） 

・市民ワークショップで体験した「自治体経営シミュレーションゲーム」では、行政として今どこに予算

を使わなければいけないのか、10年後・20年後にもいかせるようにするにはどう使えばいいのかなど、

グループの中で多様な意見が出た。これまでは、自分の関心ある分野に対する行政への要求があったが、

未来の子どもたちにつながる予算の使い方をしてもらいたいと思うようになった。（中島さん） 

パネリストの皆さんのお話の骨子 

※小平市長期総合計画基本構想審議会会長を務め

ていただいた髙橋さんに、基調講演に引き続きパ

ネルディスカッションの進行をお願いしました。 

 


